
ＮＥＷＳ  ＲＥＬＥＡＳＥ 
ＳＨＯＫＯ ＣＨＵＫＩＮ ＢＡＮＫ 

2022 年 1 月 27 日 

商 工 中 金 

 地域金融機関と協調し、環境に配慮した印刷に取り組む 

本州印刷株式会社様に対し、総額 17億円のシンジケートローン組成 

商工中金は、シンジケートローンなどの取り組みを通じて、地域金融機関と連携し、中小企

業の金融の円滑化を図り、地域経済の発展に貢献しています。 

 

商工中金（大阪支店）は、本州印刷株式会社様（本社：大阪府東大阪市、代表者：陣野 公司

様）に対し、総額 17億円のシンジケートローンを組成しました。本シンジケートローンは、商

工中金がアレンジャーを務め、紀陽銀行、関西みらい銀行、佐賀銀行、唐津信用金庫が参加し、

関西と九州の両エリアに立地する地域金融機関との協調により、その組成が実現したものです。 

 

  同社は、化粧品のパッケージ印刷を中心に手掛ける印刷業者です。多様な製造機械を備え、

デザイン提案から製造、箱詰めまでを一貫して対応。業界で先駆けて森林保護関連の認証を取

得する等環境に配慮した印刷に取り組み、大手化粧品メーカーからも高い評価を得ています。 

 

今回、同社は、本シンジケートローンにより調達した資金を活用し、佐賀県唐津市内に新工

場の建設を計画しました。新工場では、UV オフセット印刷機導入の他、表面加工の内製化等も

行い、付加価値を高めながら生産能力を増強。唐津市と進出協定を締結する等、地元自治体の

支援も受けながら、高まる低環境負荷の印刷ニーズに対応していきます。 

 

商工中金は、現場訪問や経営者ヒアリングを通じた事業性評価を Value upレポート（※）に

まとめ、同社の強みや財務上の課題を共有。同社の取り組みが進出地域の雇用創出や、印刷業

界の持続可能な発展にも貢献すると考え、地域金融機関と協調し、本融資契約を締結しました。  
（※）お客さまとの信頼関係を深め、課題やニーズを共有し、企業価値を高めるために作成する事業性評価のツール 

 

商工中金は、地域経済にとって必要不可欠な中小企業の価値向上を、地域金融機関や関係機

関と連携しサポートすることで、地域活性化に貢献してまいります。 

【本シンジケートローンの概要】

 

 
 

 

 

 

 

【本州印刷株式会社の概要】                【今回建設する佐賀工場（イメージ）】 

 

 

 

 

 

組 成 金 額 17億円（コミット型タームローン） 

アレンジャー兼 

エージェント 
商工中金 9億円 

参加金融機関 
紀陽銀行 3億円、関西みらい銀行2億円 

佐賀銀行 2億円、唐津信用金庫 1億円 

契 約 締 結 日 2021年 12月 30日 

所 在 地 大阪府東大阪市高井田中 4-4-10 資 本 金 5,000万円 

代 表 者 陣野 公司様 従業員数 81名（2021年 12月現在） 

業 種 印刷業 設 立 1968年 5月 


